



＜プログラム＞
	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師　（敬称略）

	10

月

31
日(土)
	10：00～11：30
	あいさつおよび基調講演

「共に学び合い、育ち合う21世紀型保育のデザイン」


	玉川大学教育学部 教授

              　大豆生田　啓友

	
	11：45～12：45
	仁慈保幼園による実践報告

	仁慈保幼園 理事長/多摩川保育園 園長
妹尾　正教
仁慈保幼園 保育士
雲島　絵美

	
	12：45～13：45
	昼　　　　　　食（各自おとりください）

	
	13：45～14：45
	まちの保育園による実践報告
	まちの保育園 代長
松本　理寿輝

まちの保育園六本木園 園長
岩井　久美子

	
	14：45～15：15
	グループ討議　（受講者4～5名のグループ想定）

	
	15：30～16：30
	全体討議・会場とのやりとり

コーディネーター：（前　掲）大豆生田　啓友
	全　講　師



	
	16：30～16：40
	まとめおよびあいさつ
	（前　　掲）
大豆生田　啓友


　　　　＊都合により講義テーマや時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。
子ども・専門講座 １





講座№１５３０１








共に学び合い、育ち合う21世紀型保育のデザイン


－子ども主体の保育、保育者の同僚性、家庭・地域連携をキーワードに－





期　　日 : 2015年10月31日（土）


受講対象：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　　員：80名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：6,000円（税込み）　＊昼食は各自お手配願います


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　 （＊詳細地図は受講証に添付いたします）


〒171-0033　豊島区高田3-19-10　　電話 03-3986-7021


ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩約7分














子ども・子育て支援新制度もスタートし、保育の質の向上がますます求められます。また、２１世紀型の学力が求められるなど、大きな時代の変革期にあります。そうした中で、私たちは２１世紀型の保育をどのようにデザインしていったらよいかを本研修では考えてきたいと思います。キーワードは以下の３点。


○子ども主体の保育：学びにつながる、子ども主体の保育とはどのようなものでしょうか。遊び、協同的な学びなどのキーワードをカギに考えていきましょう。


○保育者の同僚性：学び合い、育ち合う保育者集団をどのようにデザインしていくかが、これからのカギです。保育者が生き生きと保育できるためのリーダーシップについても考えてみます。


○家庭・地域連携：これからの保育はいかに、家庭とパートナーシップを形成し、地域資源をいかに生かしていくかが重要なカギです。そのような連携についても考えてみましょう。


本研修では、上記３点を考えるにふさわしい２つの法人の保育実践の取り組みを切り口に考えます。一つは、仁慈保幼園（姉妹園・多摩川保育園）、もう一つは、まちの保育園です。実践を通して、参加者も議論し合える会にしたいと思います。どうぞ、ご参加ください。        


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画講師：大豆生田　啓友）











